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日
吉
神
社
よ
り

公
民
館
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
日

■
公
民
館
清
掃

●
三
月
九
日
（
日
）
第
十
一
班
の
皆
様

●
三
月
二
十
三
日
（
日
）
第
十
二
班
東
の
皆
様

●
午
前
八
時
よ
り

予
定
が
行
事
と
重
な
っ
た
場
合
な
ど
、
変
更
が
あ

る
場
合
は
防
災
無
線
に
て
お
知
ら
せ
を
致
し
ま

す
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
の
日

●
三
月
十
五
日
（
土
）
第
二
十
五
・
二
十
六
・
二

十
七
班
の
班
長
の
皆
様

●
午
前
七
時
半
よ
り
一
時
間

●
福
島
町
会
館
駐
車
場
。
欠
席
の

場
合
は
、
必
ず
交
代
要
員
を
出
し
て

下
さ
い
。

電
池
・
蛍
光
灯
は

こ
の
日
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

「能美市主催健康教室」

毎月第２第４火曜日

３月１１日・２５日

午前１０時～

福島町会館にて

水分持参でお越下さいませ。

変更の場合は防災無線に

てお知らせいたします。

おきらくカフェ

■
三
月
二
十
五
日
（
火
）
午
後
一
時
半
～

福
島
町
会
館
に
て
。
毎
月
第
四
火
曜
日
。

■
参
加
費
百
円

皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

遊
び
に
来
て
下
さ
い
。

❖
新
入
生
の
交
通
安
全
祈
願
祭

三
月
二
十
三
日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り
、

今
春
浜
小
学
校
に
入
学
す
る
新
入
生
の

交
通
安
全
祈
願
祭
を
行
い
ま
す
。

当
日
、
能
美
署
警
察
の
方
に
よ
る
通
学
時
に
お
け
る

交
通
安
全
、
不
審
者
に
対
す
る
心
構
え
な
ど
の
お
話

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

保
護
者
ご
同
伴
で
の
お
詣
り
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

尚
、
対
象
の
方
に
は
案
内
状
を
お
渡
し
し
て
あ
り
ま

す
が
、
案
内
状
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
児
童
の
方
で

参
加
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
人
数
把
握
の

た
め
、
三
班
の
大
石
（
〇
九
〇
・
二
一
二
八
・
二
九

九
五
）
ま
で
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。

❖
日
吉
神
社
祭
典
及
び
諸
行
事
予
定

●
令
和
七
年

三
月
二
十
三
日
（
日
）
新
入
学
児
童
交
通
安
全
祈
願
祭

四
月
六
日
（
日
）
境
内
掃
除
（
百
寿
会
）

四
月
十
五
日
（
火
）
春
祭
り

五
月
十
一
日
（
日
）
境
内
掃
除
（
福
島
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

六
月
二
十
二
日
（
日
）
夏
越
大
祓
式

七
月
二
十
七
日
（
日
）
境
内
掃
除

（
東
部
北
二
六
～
三
十
班
）

八
月
二
十
四
日
（
日
）
厄
除
け
祈
願
説
明
会

九
月
七
日
（
日
）
境
内
掃
除
（
福
島
町
浜
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

九
月
十
三
・
十
四
日
（
土
・
日
）
秋
祭
り

十
月
十
二
日
（
日
）
境
内
掃
除
（
南
部
一
班
～
四
班
）

十
月
十
六
日
（
木
）
神
明
祭

十
一
月
九
日
（
日
）
境
内
掃
除
（
中
部
五
～
八
班
）

十
一
月
二
十
日
（
木
）
え
び
す
講
祭

十
一
月
三
十
日
（
日
）
厄
除
け
祈
願
、
ご
長
寿
年
祝
等

十
二
月
二
十
二
日
（
月
）
師
走
大
祓
式

●
令
和
八
年

一
月
一
日
（
木
）
元
旦
祭

一
月
十
一
日
（
日
）
左
義
長

＊
尚
、
日
程
、
時
間
変
更
等
の
詳
細
な
こ
と
に
つ
い

て
は
、
そ
の
都
度
福
島
町
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

■
百
寿
会

●
い
き
い
き
サ
ロ
ン
～
総
会

「
稲
実
恵
子
さ
ん
の
踊
り
と
「
美
奏

塾
」
の
津
軽
三
味
線
の
演
奏
」

・
三
月
二
十
日
（
木
）
午
前
十
時
～

・
福
島
町
会
館
に
て

・
終
了
後
、
令
和
七
年
度
総
会

■
根
上
支
部
研
修
会

「
町
で
集
め
た
元
気
の
秘
訣
」

講
師

塚
田

誉

氏

（
元
テ
レ
ビ
金
沢
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

・
三
月
六
日
（
木
）
午
後
二
時
～

・
根
上
総
合
文
化
会
館
音
楽
ホ
ー
ル

＊
会
員
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
二
月
二
十
一
日
（
金
）
十
九
時
半
～

福
島
町
会
館

●
生
活
環
境
委
員
会

・
三
月
二
十
三
日
（
日
）
午
前
九
時
～

「
道
路
の
里
親
運
動
」
実
施
。
し
ら
さ
ぎ
の
里
の
街

路
樹
沿
い
の
お
宅
に
、
お
花
の
苗
を
配
布
。
街
路
樹

へ
の
植
え
付
け
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

・
三
月
中
も
し
く
は
四
月
に
、
墓
場
の

側
溝
掃
除
、
各
公
園
な
ど
の
除
草
を
実
施
。

●
広
報
委
員
会

今
号
の
作
成
発
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。

●
自
主
防
災
会

・
「
能
美
市
防
災
セ
ン
タ
ー
見
学
体
験
」
実
施
決
定
。

五
月
十
一
日
（
日
）
午
前
十
時
～
十
一
時
半
。

詳
細
は
追
っ
て
ご
案
内
致
し
ま
す
。

恒
例
の
九
月
の
防
災
イ
ベ
ン
ト
も
別
途
実
施
予
定
。

●
防
災
委
員
会

・
自
衛
消
防
団
の
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
火
の
用
心
活

動
を
定
期
的
に
実
施
中
。

・
六
月
の
「
自
衛
消
防
団
技
能
演
習
会
」
の
連
続
入

賞
を
目
指
し
ま
す
。

●
福
祉
厚
生
委
員
会

三
月
よ
り
安
心
M
A
P
作
成
を
再
開
予
定
。
昨
年
末
、

三
十
班
ま
で
終
了
し
て
い
ま
す
が
、
年
月
を
経
て
い

る
た
め
、
一
班
よ
り
再
開
。

●
神
社
係

・
二
月
二
日
（
日
）
日
吉
神
社
奉
賛
会
役
員
会
実
施
。

昨
年
の
収
支
、
今
年
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
確
認
。

・
各
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
後
述
を
参
照
下
さ
い
。

●
議
会

・
三
月
四
日
～
二
十
七
日
の
予
定
で
実
施
。

・
二
月
二
十
六
日
、
毎
年
恒
例
の
寺
井
高
校
と
の
意

見
交
換
会
を
実
施
予
定
。

●
町
内
会
長

・
今
年
の
ア
メ
シ
ロ
防
虫
作
業
六
月
八
日
（
日
）
、

予
備
日
を
七
月
十
三
日
（
日
）
に
て
市
に
申
請
。

・
水
道
記
念
館
（
解
体
済
）
横
の
道
路
（
町
道
）
修

繕
を
業
者
に
見
積
依
頼
予
定
。

・
合
掌
地
蔵
春
の
法
要
、
後
述
を
参
照
下
さ
い
。

・
移
動
手
段
が
困
難
な
皆
様
へ
の
、
各
イ
ベ
ン
ト
参

加
啓
蒙
（
送
迎
）
の
為
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

す
。
ご
確
認
下
さ
い
。

合
掌
地
蔵
春
の
法
要

三
月
二
十
日
（
木
）
春
分
の

日

午
前
八
時
～

今
の
福
島
町
を
築
か
れ
た
先

人
の
皆
様
に
感
謝
し
ま
し
ょ

う
。

福
島
町
交
差
点
を
海
側
に
少

し
歩
い
た
所
に
お
ら
れ
ま
す
。

昨年の模様

■
不
整
脈
手
術
の
話

そ
の
一

手
術
中
に
全
身
麻
酔
が
切
れ
た
経
験
は

あ
り
ま
す
か
？

私
が
不
整
脈
の
根
絶
治
療
の
為
、
「
カ
テ
ー
テ
ル

ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
受
け
た
時
の
お
話
し
で
す
。

こ
の
手
術
は
頸
動
脈
と
大
腿
動
脈
か
ら
挿
入
し

た
カ
テ
ー
テ
ル
を
、
不
整
脈
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
心
臓
の
異
常
箇
所
に
突
き
刺
し
、
高
周
波
電
流

を
流
し
て
焼
切
る
治
療
法
で
す
。

術
中
に
患
者
が
動
く
と
動
脈
を
傷
付
け
る
の
で
、

全
身
麻
酔
と
手
術
台
へ
の
固
定
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

全
身
麻
酔
は
効
き
す
ぎ
る
と
患
者
が
「
あ
ち
ら
」

へ
行
っ
て
し
ま
う
の
で
、
専
門
家
た
る
麻
酔
医
が

患
者
を
モ
ニ
タ
ー
し
な
が
ら
、
必
要
十
分
・
極
力

弱
く
！
が
モ
ッ
ト
ー
の
麻
酔
方
法
で
す
。

手
術
台
へ
固
定
さ
れ
、
送
気
管
を
口
に
入
れ
ら
れ
、

顔
に
布
を
被
せ
ら
れ
…
「
ま
な
板
の
上
の
鯉
」
状

態
の
私
に
全
身
麻
酔
を
掛
け
て
か
ら
頸
動
脈
に

カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
・
・
・

す
る
は
ず
・
・
・

が
、
効
い
て
な
い
よ
～
！
全
身
麻
酔
が
！

痛
い
！

そ
の
上
、
助
手
の
若
い
N
医
師
「
セ
ン
セ
イ
！
カ

テ
ー
テ
ル
が
入
り
ま
せ
ん
！
」

主
治
医
「
何
番
使
っ
て
る
？
三
番
！
太
過
ぎ
る
！

二
番
に
し
ろ
！
」
と
言
う
遣
り
取
り
が
聞
こ
え
た

次
の
瞬
間
、
首
筋
に
感
じ
た
針
が
ス
ル
ッ
と
抜
か

れ
、
ピ
ュ
ー
と
出
血
す
る
感
触
が
…

「
も
っ
と
光
を
！
」
な
ら
ぬ
「
も
っ
と
麻
酔

を
！
」

と
言
い
た
か
っ
た
が
、
よ
う
や
く
効
き
目
が
出
て

き
た
全
身
麻
酔
と
送
気
管
に
阻
ま
れ
た
私
で
し

た
。

そ
し
て
薄
れ
行
く
意
識
の
中
、
何
だ
か
行
き
先
の

悪
い
手
術
だ
な
～
、
大
丈
夫
か
い
な
？
と
嫌
な
予

感
を
感
じ
た
私
で
し
た
。

そ
し
て
、
嫌
な
予
感
ほ
ど
、
良
く
当
た
る
。

今
回
は
こ
こ
迄
。

次
回
は

「
セ
ン
セ
イ
！
こ
の
人
、
起
き
て
ま
す
！
」

三
十
班

塩
谷
哲
弘

■■求む!！！防災無線

アナウンス担当■■

現担当者の方が勇退のご要望です。

家で出来るお仕事です。

お手当もございます。

希望者は町内会長まで（下記）

渡辺正幸（23班）090-8268-1845

防災無線をお持ちですか？お問い

合わせは下記へお願いします。

能美市総務部危機管理課

0761-58-2201

S

福島町町内会

ホームページを

見よう！
■話題のアルバムは過去15年

分の行事が写真満載で掲載。

■福島町だよりは過去5年分

を掲載。
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